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する蓋然性は低下している。そ背景には、第一に、ヒズブッラーの軍事部門の主力部隊がシリアに展開していることがある。ッラーは、アサド政権を支援するためにシリア紛争 介入しており、深刻な物理的・人的被害を受けている。そのため、イスラエル の二正面作戦は困難となっ 。
　
第二に、イスラエル側からみた













 末近浩太「レバノン――『決めない政治』が支える脆い自由と平和――」 （青山弘之編『 「アラブの心臓」に何が起きているのか――現代中東の実像――』岩波書店、二〇一四年）八五―一一五ページ。
②
 ―――「クサイルからの道――ヒズブッラーによるシリア『内戦』への軍事介入の拡大」 （ 『中東研究』第五二 号、二〇一六年一月）五二 六四ペ ジ。
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